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平
成
24
年
２
月
６
日
に
第
一
回
臨
時
議
会
（
初
議
会
）

が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
議
長
等
の
選
挙
が
あ
り
、
そ
の
後
、
発
議
１

件
、
同
意
１
件
、
議
案
５
件
、
そ
の
他
２
件
が
提
案
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同

意
さ
れ
た
。

　

審
議
内
容

　

選  
挙
（
6
件
）

１
、
正
副
議
長
選
挙

　

正
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
議
長
に
建
部
孝
夫
議
員
・

副
議
長
に
丸
山
恵
二
議
員
を

選
任
し
た
。

　

他
に
、
議
会
構
成
は
別
掲

（
４
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
選

任
さ
れ
た
。

　

発  

議
（
1
件
）

２
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

の
設
置

賛
成
11
人
全
員

　

同  

意
（
1
件
）

３
、
監
査
委
員

　

議
会
選
出
監
査
委
員
に
木

村
修
議
員
を
同
意
し
た
。

住
所　

甲
良
町
池
寺

氏
名　

木
村　

修 

氏

年
齢　

62
歳

賛
成
７
人
（
藤
堂
一
彦
、
西
澤
伸

明
、
宮
嵜
光
一
、
丸
山
恵
二
、
西

川
誠
一
、阪
東
佐
智
男
、野
瀬
欣
廣
）

反
対
３
人
（
金
澤
博
、濱
野
圭
市
、

山
田
壽
一
）

除
斥
（
木
村
修
）

　

議  

案
（
5
件
）

１
、
墓
地
公
園
条
例
の
一
部

改
正

　

町
内
お
よ
び
町
出
身
者
以

外
の
永
代
使
用
料
を
30
万
円

に
設
定
し
た
。賛

成
11
人
全
員

２
、
大
滝
山
林
組
合
規
約
の

一
部
改
正

　

地
元
郷
及
び
山
郷
の
区
分

を
変
更
し
た
。賛

成
11
人
全
員

３
、一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

五
号
）

　

７
３
８
万
円
の
追
加
。

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
防

災
無
線
用
発
電
機
の
設
置
工

事
費
の
増
な
ど
。

賛
成
11
人
全
員

４
、国
保
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）

　

２
、６
６
８
万
円
の
追
加
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金

等
の
増
。

　

歳
出
で
は
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
の
増
な
ど
。

賛
成
11
人
全
員

５
、
土
地
取
得
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

　

金
額
の
増
減
な
し

　

歳
出
で
、
工
事
請
負
費
を
、

物
件
補
償
費
に
振
替
え
た
。

賛
成
11
人
全
員

 

  

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

【経歴】監査委員
総務民生常任委員長
予算決算常任委員長
広報特別委員長
資格審査特別委員長

議　長　　建 部 孝 夫

　

こ
の
度
、
恐
れ
多
く
も
町
議
会
議
長
の
要
職
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
力
不
足
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
持

て
る
力
を
発
揮
し
て
精
一
杯
が
ん
ば
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
前
期
は
、
現
職
議
員
の
不
詳
事
や
不
正
が

あ
り
、
そ
れ
を
容
認
・
擁
護
す
る
グ
ル
ー
プ
と
の
対

立
関
係
に
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
厳
し
い
批

判
と
お
叱
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
期
初
め
に
あ
た
り
、
心
機
一
転
、
心
を
新
た
に

し
て
議
会
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

志
を
一
つ
に
す
る
者
、
政
策
を
同
じ
く
す
る
者
が
会

派
を
つ
く
り
、
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
こ
と
は
否
定
は

い
た
し
ま
せ
ん
が
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
が
対
立
し
て
敵

対
行
動
を
と
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

お
互
い
が
、
向
き
合
う
対
立
で
は
な
く
、
前
向
き

に
上
向
き
に
町
民
の
た
め
の
議
会
を
、
町
民
の
付
託

に
応
え
る
議
員
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
議
会
の
使
命
と
議
員
の
責
任
を
果
た

し
ま
す
。
そ
し
て
、
失
わ
れ
た
議
会
の
信
頼
を
取
り

戻
す
た
め
の
議
会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、「
議
会
基
本
条
例
」、「
議
員
倫
理
規
定
」

の
制
定
を
は
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
批
判

を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議

長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
（
2
件
）

１
、
議
員
派
遣

異
議
な
し

２
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
お

よ
び
調
査

異
議
な
し

【経歴】産業建設文教常任副委員長
広報特別副委員長
大滝山林組合議会議員
町営林委員

副議長　　丸 山 恵 二

　

こ
の
た
び
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆

様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
甲
良
町
議
会
副
議
長

の
要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
輩
議
員
の
お
ら
れ
る
な
か
、
ま
た
浅
学
非
才
の

私
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
と
衷
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
長
を
支

え
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
そ
の
使

命
達
成
と
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
最
善

の
努
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
当
に
微
力
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
せ
せ
ら

ぎ
遊
園
の
ま
ち
甲
良
を
明
る
く
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
町
に
す
る
た
め
に
、
皆
様
の

声
を
十
分
に
受
け
止
め
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
な
お
一
層
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

建
部
孝
夫
議
長
と
と
も
に
、
ま
た
議
員
と
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努
め
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
心
よ
り
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

墓地公園
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私 の 公 約 ・ 抱 負

①昭和23年5月15日生
②日本共産党
③在士463番地
④4回

①生年月日　　②所属党派　　③住所　　④当選回数

甲 良 町 議 会 議 員 役 職 名 簿
（平成２４年２月６日現在）

【 議 会 構 成 】

役 職 名 氏　　　　　　　　　　名

議 　 長 建 部 　 孝 夫
副 議 長 丸 山 　 恵 二

総 務 民 生 常 任 委 員 会
◎西澤　伸明 ○阪東佐智男 金澤　　博

　建部　孝夫 　宮嵜　光一 野瀬　欣廣

産業建設文教常任委員会
◎西川　誠一 ○濱野　圭市 山田　壽一

　藤堂　一彦 　木村　　修 丸山　恵二

予 算・ 決 算 常 任 委 員 会

◎金澤　　博 ○木村　　修 西澤　伸明

　山田　壽一 　藤堂　一彦 宮嵜　光一

　丸山　恵二 　濱野　圭市 西川　誠一

　阪東佐智男 　野瀬　欣廣

議 会 運 営 委 員 会
◎丸山　恵二 ○西澤　伸明 金澤　　博

　宮嵜　光一 　西川　誠一

議 会 広 報 特 別 委 員 会
◎丸山　恵二 ○西澤　伸明 木村　　修

　阪東佐智男 　野瀬　欣廣

議 会 選 出 監 査 委 員 木 村 　 　 修
＊上欄の◎印は委員長、○印は副委員長

【一部事務組合議会議員】

彦 根 市・ 犬 上 郡 営 林 組 合 建部　孝夫 西川　誠一

大 滝 山 林 組 合 建部　孝夫 丸山　恵二 藤堂　一彦 金澤　　博

湖 東 広 域 衛 生 管 理 組 合 藤堂　一彦 阪東佐智男

彦根愛知犬上広域行政組合 西澤　伸明 木村　　修

【委員会等委員】

町 営 林 委 員 会 木村　　修 西川　誠一 阪東佐智男 野瀬　欣廣

　みなさんの期待と激励の強さに支えられて、たた
かい抜くことができました。▼今回の選挙ほど議会
と議員のあり方をめぐって、議員の資質そのものが
問われた選挙はなかったと思わずにはいられません
でした。▼住民の代表として行政の見張り番と願い
の代弁役を務める町議会議員が「官製談合」「盗水」
にかかわりながら、税金による議員報酬を受け取る
というのは多くの方が落胆の意をあらわにされてお
られるものと思います。▼同時に、公正な町にする
ためには「何を解決しなければならないか」が、よ
り明瞭になったのではないでしょうか。▼みなさん
と力をあわせて、課題の実現に向け一つ一つ取り組
む覚悟です。

や
ま
だ

じ
ゅ
い
ち

山
田
壽
一
議
員

①昭和31年11月10日生
②無所属
③長寺599番地5
④3回

　この度、町議会議員選挙に於いて当選させていた
だきました山田壽一です。2 期 6 年 2 ヶ月の経験を
生かし、議会活動を更に頑張る所存でございます。
　私が目標にしている理想の甲良町としては、町民
一人一人が主役の町づくり、又元気のある甲良町を目
指し頑張ります。学校教育の課題を解決、義務教育の
間の医療費の改革、そして県下一短命の町と言う汚名
の返上、原因を追及し改める所存でございます。
　その為には議会、行政と厳しい財政の内で協力し
知恵を出し合い、また時には汗を流し頑張っていき
たいと思います。
　これからの議会活動に対しまして、町民の皆様の、
ご理解、ご指導をよろしくお願いします。

と
う
ど
う
か
ず
ひ
こ

藤
堂
一
彦
議
員

①昭和16年5月11日生
②無所属
③尼子1405番地
④2回

　今回の町議選で申し上げておりました事は、
１．住民からの声で、不正を許すな、議員自らが

襟をただせ。私も同感であります。
２．道路交通量増加により、道路改良が必要と思

われる路線が有り計画的に整備を行う必要が
あります。

３．町民人口の減少問題であります。毎年一年間
で約百人が少なくなって来ている事につい
て、それを食い止める手だては見出せず、今
後関係機関において、よりよい方向を見出す
事が必要である。企業誘致もその一つと考え
られます。

　この様な事を選挙中、申し上げてまいりました。こ
れからもこの様な諸問題に取り組む所存であります。
今後とも町民各位の御指導をお願い申し上げます。

　私は今回の選挙に当り４つの目標を持って立候
補・当選いたしました。
　１つ目は人権であります。

①障害を持って生まれたばかりに差別される。
②女性として生まれたばかりに差別される。
③生まれた所によって差別される

　この様な差別が日常茶飯事に起きています。あら
ゆる差別の撤廃を目指します。
　２つ目は公害の無い企業誘致をする事によって町
への税収、雇用の拡大、公共工事の発注。
　３つ目は環境、犬上川の豊富な水が町内に注いで
います。この川の中に錦鯉が住める環境整備事業に
取り組みます。
　４つ目は町立第１・第２保育園の周辺環境の是正
に取り組んでまいります。町民の皆さん応援よろし
くお願いします。

か
な
ざ
わ     

ひ
ろ
し

金
澤　

博
議
員

①昭和21年9月5日生
②無所属
③尼子756番地6
④2回

に
し
ざ
わ
の
ぶ
あ
き

西
澤
伸
明
議
員
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①生年月日　　②所属党派　　③住所　　④当選回数

た
て
べ
た
か
お

建
部
孝
夫
議
員

①昭和22年3月20日生
②無所属
③呉竹184番地
④2回

　今回私は、「ちいさくてもきらりと光る甲良のさ
とに、活力とうるおいを求めて！」をスローガンに
かかげ、①弱いひとが安心できる福祉を、②甲良文
化の創造を、③くらしができる活気産業を、④議会・
議員の使命と責任を果たし、活性議会を、⑤町政の
しくみや構造・体質の改善・改革を、めざします。
　とりわけ、④にかかわって、現職議員の不祥事や
不正をめぐり、対立関係にあった議会への批判が多
くありましたことから、損なわれた議会の信頼を取
り戻す努力をいたします。
　「おごらず、あせらず、あきらめず」町民の福祉、
町の発展をめざしてがんばります。これからも叱咤
激励をいただき、ご支援賜りますようお願い申し上
げます。

　「公平・公正な町づくり、是々非々で頑張ります。」
をモットーに、今回の町会議員選挙におきましては、
地元を始め町民の皆様よりの御支援を受け二期目の
当選が出来ました。この選挙を通して私が皆さまに
訴えて来た事、そして皆さまの地域を思う熱い思い
等いろんな御意見等を選挙戦を争って強く感じた所
です。私は、

●判りやすい議会。
●不正・疑惑のない議会。
●正義が通る議会。
●町民の立場に立った議会。

を作りたいと思います。
　皆さまより、甲良町に住んで良かったと思われる
町政をめざし議員活動に取り組む所存です。今後と
もご支援ご厚情を賜ります様よろしくお願いいたし
ます。

 

き
む
ら    

お
さ
む

木
村　

修
議
員

①昭和24年10月29日生
②無所属
③池寺681番地
④2回

①昭和37年3月24日生
②無所属
③法養寺428番地5
④2回

み
や
ざ
き
み
つ
か
ず

宮
嵜
光
一
議
員

　この度、二期目の議会活動の場を与えて頂き、責
任の重さを改めて感じているところです。
　私は、子どもたちから高齢者まで、全ての人が安
心して暮らせるよう尽力して参りました。引き続き、
町民の皆様とともに、これまでの活動や経験を活か
し、粘り強く青少年の健全育成・高齢者の生活の充
実に取り組み、全身全霊を捧げる所存です。
　まだまだ微力ではございますが、これからの議会
活動に誠心誠意がんばって参ります。今後とも皆様
のご支援をお願い申し上げます。

　前期の経験を生かして、明るい町づくりのために
一生懸命に頑張る所存でございます。
　私たちが暮らしているこのせせらぎ遊園のまち甲
良を明るく、そして町民の皆さんが住みやすい町に
し、誇れる町にしたいと考えております。そのため
には、町民の皆さんの声をしっかり聴き受け止め、
町政に反映し、町の問題に取組み、改善すべき点は
改善し、新たな試みが必要な時は検討し実行するこ
とで、理想の町に近づけていこうと思っております。
　また、私は町民の皆さんにとって身近な議員であ
りたいと思っております。町民の皆さんのことを第
一に考え、甲良の町を明るくするために日々努めさ
せていただきます。

ま
る
や
ま
け
い
じ

丸
山
恵
二
議
員

①昭和41年5月8日生
②無所属
③長寺535番地
④2回

は
ま
の
け
い
い
ち

濱
野
圭
市
議
員

①昭和32年3月27日生
②無所属
③小川原630番地
④2回

　『町民が主人公のまちづくり』皆様と手をつなぎ
共に汗をかいて、この町が少しでも良くなるよう若
い力で精一杯町の再生の為に頑張ります。特に下記
に掲げる事に力を注いで参ります。

◇『少子高齢化に伴う人口定着への取り組み』
（若い人達が住みやすい環境づくり）

◇高齢者や障害者に配慮した生活基盤整備
（バリヤフリー化や公共交通網の拡充）
（高齢者世帯への地域福祉の充実）

◇低迷する地域経済の再生
（中小零細企業への支援）

◇安全で災害に強い町づくり
（建築士の立場で KY 対策）

※ KY ＝危険予防

に
し
か
わ
せ
い
い
ち

西
川
誠
一
議
員

①昭和19年9月1日生
②無所属
③金屋1129番地
④2回

　この度の選挙では多くの町民の皆様のご支援によ
り 2 期目の当選をさせていただきました。
　まずは議会が正常な機能を果たし、クリーンな運
営のために努力致します。そして行財政改革を推し
進め、人口減少の歯止めの第一歩を踏み出したいと
考えております。少子高齢化に伴う福祉や教育問題、
障害者の就業問題に引き続き取り組みます。
　せせらぎの里こうらを早急に軌道に乗せ、生産者
消費者が共に潤うよう努めます。もったいない精神
を基本に「住みよい町、甲良」を目指して一生懸命
に働きます。

①昭和29年6月6日生
②無所属
③北落116番地1
④1回

 

の

せ

よ
し
ひ
ろ

野
瀬
欣
廣
議
員

　この度、町議会議員選挙におきまして、新人なが
ら皆様の「ガンバレ」というあたたかいご支援をい
ただき、当選させていただきました。たくさんの皆
様のご支持にこれからの議員活動をしっかり行って
いかなければと身を引き締めております。
　私は選挙中より訴えてきました次の項目を推進し
て参ります。
１．集落営農組合が連携した産業振興のまちづくり
２．震災・災害に備えた安心できるまちづくり
３．地域の自治力を高める住民主体のまちづくり
４．高齢社会にふさわしい支えあうまちづくり
５．「こども」の瞳が輝く青少年育成のまちづくり

　この度の町議会選挙にて議席を与えていただきま
した。皆様の代弁者として、心を引き締めて町政に
臨みます。さて昨年は、東北地方の大地震、和歌山
の土砂災害、海外ではトルコ・ニュージーランド大
地震・タイの洪水等国内外で未曾有の自然災害で多
くの方々が犠牲になられた年でした。最近の気象庁
の発表で東海地震・東南海地震の 30 年以内に発生
する確率が高度に引き上げられており当地域も将来
発生が危ぐされる自然災害の準備対応等、検証を踏
まえてまずは安全で安心な町づくりに取り組みま
す。

①昭和26年9月28日生
②無所属
③下之郷1424番地
④1回

ば
ん
ど
う
さ

ち

お

阪
東
佐
智
男
議
員



　

４
６
１
１
人
、
こ
の
数
字
は
何
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

こ
れ
は
昨
年
全
国
で
の
交
通
事
故
死
者
数
で
す
。

　

交
通
戦
争
と
言
わ
れ
た
昭
和
45
年
当
時
か
ら
比
べ
る
と

か
な
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
こ
の
う
ち
滋
賀
県
下
で
は
前
年
よ
り
増
加
し

て
85
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
で
は
高
齢
者
が
交
通
事
故
に
遭
っ
て
い
る
割

合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
戸
外
で
不
安
に
思
っ
た

お
年
寄
り
に
は
声
か
け
を
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
テ
レ
ビ
な
ど
で
こ
れ
だ
け
報
道
さ
れ
た
飲
酒
に
よ

る
事
故
も
ゼ
ロ
と
な
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運
転
事
故
は
防
ご

う
と
す
れ
ば
防
げ
る
事
故

で
す
。
昔
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、

乗
る
な
ら
飲
む
な
！
」
で

す
。

　

飲
酒
運
転
は
事
故
を
起

こ
さ
な
く
て
も
、
検
挙
さ

れ
な
く
て
も
、
犯
罪
を
犯

し
て
い
る
と
の
認
識
を
強

く
持
っ
て
、
飲
酒
運
転
の

無
い
町
に
、
ま
た
事
故
で

悲
し
む
人
が
無
い
町
に
し

ま
し
ょ
う
！

　

ド
ラ
イ
バ
ー
ひ
と
り
ひ

と
り
が
安
全
運
転
を
強
く

意
識
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
握

る
こ
と
で
、
交
通
事
故
ゼ

ロ
の
安
全
な
町
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

野
瀬
欣
廣

こうら議会だより　第49号
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 2月
	 6日	 議員懇談会・全員協議会・第１回臨時議会
	 ８日	 広報特別委員会
	14日	 新人議員研修会
	16日	 町村議長会理事会・議員公務災害組合定例会
	20日	 広報特別委員会
	21日	 例月出納検査・定期監査
	24日	 彦根市・犬上郡営林組合定例会
	28日	 議会運営委員会
		  彦根愛知犬上広域行政組合定例会
	29日	 滋賀県町村議会議長会総会

３月定例会の予定
◎３月　７日（水）　開会（一般質問）
◎３月　８日（木）　午後一般質問（予備日）
　３月　９日（金）　予算決算常任委員会
　３月１２日（月）　予算決算常任委員会
◎３月２３日（金）　閉会

会議時間など詳しくは議会事務局へお問い合わせ
ください。　　　☎３８－５０６０

3月議会は3月7日（水）開会の予定です。議会議事録は、ホームページで公開しています。

議会日誌

写真前列左から　建部議長（発行責任者）　
　　　　　　　　丸山委員長・西澤副委員長
後列左から　　　野瀬議員・木村議員
　　　　　　　　阪東議員

　

改
選
後
の
議
会
構
成
に

よ
り
、
新
し
く
５
名
が
年

４
回
発
行
予
定
の
議
会
広

報
の
編
集
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
の
立
場
で
地
域
住

民
の
皆
様
に
、
的
確
に
情

報
発
信
す
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

第一回編集会議

メンバー紹介 建部 孝夫
　「議会だより」の発行責
任者として、議会だより
を、真実ありのままに、中
立・公平に編集をし、皆
様に読まれ、親しまれる
紙面づくりを心がけます。

野瀬 欣廣
　甲良町の皆さんが議会
内容についてよく判るよ
うな紙面を意識して、議
会だより作りをしていき
たいと考えています。

丸山 恵二
　この度、新しく広報委
員長に選ばれた丸山恵二
です。広報委員の皆さん
と共に町の情報を正確に
伝えられるように努めて
まいります。

木村 　修
　二回目の広報委員、厳
粛に受け止めておりま
す。経験したノウハウを
生かし、さらなる努力を
したいと思います。

西澤 伸明
　議会広報の編集基本は

「ありのままに・わかりやす
く」です。読んでもらえる
ためにも、町民の願いが議
会に届き「政策論議」の活
性化をはかりたいものです。

阪東佐智男
　甲良町議会の様子及び
動向を町民の皆様方にで
きるだけ早く届けていく
ため、編集委員の一員と
して頑張ります。


